










死亡率を高めることを明らかにしている（Umberson and Montez 2010; 杉澤・近藤 2015）。健康
































自殺から保護する要因であると繰り返し主張してきた（3）（Stack 2000b; Wray et al. 2011）。今日
においても、配偶者がいないこと（Kposowa 2000）、同居家族がいないこと（Denney 2010）、


















サポート（received support）」に区分される（稲葉 1998）。 
 　前述の通り、社会的サポートが自殺の危険性に与える影響を明らかにした研究は多いとは
いえないが、海外では親（Thorlindsson and Bjarnason 1998）からの情緒的・道具的サポートの
利用可能性の高さが青少年の自殺念慮と自殺企図を抑制することが報告されている。日本に
おいても、社会的サポートの利用可能性の高さが自殺を抑制すること（Poudel-Tandukar et al. 
2011）、そして実際に受け取られた情緒的・道具的サポートが高齢者の自殺念慮を抑制するこ


































知られており（Nock et al. 2012＝2015）、また自殺という社会調査データでは把握することが
難しい現象にアプローチするさいの代理指標として自殺の社会学で広く用いられている（Thor-

































































田 2011；伊達 2013；永吉 2017）、これらの要因は自殺にも影響を与えると想定される（Stack 
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平均 標準偏差 最小値 最大値

































































居住地域　郡部（町・村） .087 .282 0 1
学歴　高等教育卒 .422 .494 0 1































家族人数 3.299 1.459 1 11
信仰する宗教　あり .401 .490 0 1












































































































































居住地域　郡部（町村） .262 .408 　1.300
学歴　高等教育卒 ―.052 .272 　 .949





















家族人数 .039 .089 　1.040
信仰する宗教：あり ―.163 .287 　 .850











主観的健康 ―.205** .062 　 .815
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